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要 旨

モウソウチクなど４種類の未利用植物性資材の培地基材や、ダイズ皮など３種類の栄養体のきの

こ菌床栽培への利用の可能性を検討した。その結果、培地基材では、モウソウチクやスギ樹皮は、

エリンギやヤナギマツタケで、その置換割合に関わらずスギやコナラのオガ粉を使用した場合と同

程度の子実体が発生した。シイタケやマイタケでは、モウソウチクとスギ樹皮の一部置換での利用

が可能で、ナメコにおいてもモウソウチクでの利用可能性が認められた。ギンナン殻と鉛筆製造木

くずを野外で堆積処理したものは、エリンギとヤナギマツタケで一部置換により利用可能であった。

栄養体では、フスマあるいはホミニーフィードの代替材料として、エリンギやヤナギマツタケでダ

イズ皮やコーンジャームミール、エゴマミールが一定の置換割合で利用可能であった。

Ⅰ はじめに

現在、食用きのこ類の菌床栽培には針葉樹や広

葉樹のオガ粉に植物由来の栄養体を混合したもの

が用いられているが、きのこ生産現場では、産地

間競争や資材価格の高騰等により生産の低コスト

化や省資源化を図る必要性が生じている。そこで、

培地基材として、各地で手入れ不足により面積が

拡大しているモウソウチク（林野庁，2004）、利

用率が低く排出量も多いスギ樹皮（伊神，2007）、

鉛筆製造過程から排出され廃棄処分されている鉛

筆製造木くず、食品製造過程から排出されるギン

ナン殻などの各種産業からの廃棄物が利用可能で

あると考えられる。また、栄養体としては、フス

マやホミニーフィードと同様に畜産飼料として利

用されているダイズ皮やダイズ粕、食用油製造過

程から産出されるコーンジャームミールやエゴマ

ミールが利用可能であると考えられる。そこで、

これら未利用の植物性資材を検討するとともに、

培地基材や栄養体に適したきのこの種類を選抜

し、新たな代替資材による効率的な生産技術を開

発する。

Ⅱ 方法

１．栽培に適した培地基材の検索

培地基材はモウソウチクやスギ樹皮、鉛筆製造

木くずの３種のオガ粉で、エリンギやヤナギマツ

タケのシャーレ菌糸伸長試験を行った。モウソウ

チクとスギ樹皮のオガ粉化処理には、(株)神鋼造

機社製の植繊機（SM－15－11)を用いた。試験で

は上記３種のオガ粉単体、またはスギかコナラオ

ガ粉と１：１に混合した培地基材に、培地基材の

30％のフスマ（容積比）、５％のホミニーフィー

ド（容積比）を加えた培地を、含水率約65％に調

製し、90㎜のガラスシャーレに各15ｇ充填した。

121℃で30分高圧滅菌後、ＰＤＡ平板培地で前培

養した菌糸を10㎜のコルクボーラーで打ち抜き、

ガラスシャーレ中央部に接種し、約25℃の恒温器

内で２週間培養後の菌糸伸長量を対照区と比較
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した。対照区にはエリンギやヤナギマツタケ栽培

に使用しているスギ、コナラのオガ粉を用い、栄

養体にはフスマ、ホミニーフィードを添加した。

２．きのこ栽培技術の開発

（１）エリンギ栽培試験

ア．培地基材の検討

培地基材としてモウソウチク、スギ樹皮、野外

で６か月以上堆積処理した鉛筆木くず、食品製造

工程で排出されるギンナン殻の４種類を使用し

た。表－１のとおりに、モウソウチクやスギ樹皮、

ギンナン殻、鉛筆木くずを各々スギオガ粉と置換

した試験区を設定した。栄養体は培地基材：フス

マ：ホミニーフィード（以下ホミニ）＝10：３：

0.5（容積比）の割合で混合した。対照区には培

地基材にスギオガ粉を単体で用い、栄養体の混合

割合は各試験区と同一とした。供試数は各培地基

材とも各区16本である。栽培には850mlのポリプ

ロピレン製のブロービンを用い、含水率約65％に

調製した培地を約500ｇずつ詰め、121℃で１時間

高圧滅菌後、前培養したエリンギ（とっとき１号、

２号）種菌を接種した。培養温度は約23℃、40～

表－１ 各試験区の培地基材の配合割合（％）

スギ ﾓｳｿｳﾁｸ ｽｷﾞ樹皮 ｷﾞﾝﾅﾝ殻 鉛筆木くず

75 25 － － －

50 50 － － －
25 75 － － －

－ 100 － － －
80 － 20 － －

60 － 40 － －
40 － 60 － －

20 － 80 － －
－ － 100 － －
90 － － 10 －

80 － － 20 －
60 － － 40 －

90 － － － 10
80 － － － 20

70 － － － 30
50 － － － 50

50日培養後菌かきを行い、温度約15℃、湿度約90

％の条件下で子実体を発生させた。発生した子実

体は各ビン毎に収穫日、重量、本数を記録した。

イ．栄養体の検討

栄養体として、ダイズ皮、ダイズ粕、コーンジ

ャームミール（以下ＣＧＭ)、エゴマミール（以

下エゴマ）の４種類を使用した。培地基材はスギ

オガ粉のみとし、表－２のとおりにフスマの代わ

りにダイズ皮を、ホミニの代わりにダイズ粕、Ｃ

ＧＭ、エゴマを置換した試験区を設定した。供試

数は各区16本である。栽培方法は、Ⅱ－２－（１）

アと同様である。

表－２ 栄養体の配合割合（容積比）

培地基材 栄養体

№ スギ ﾌｽﾏ ﾎﾐﾆ ﾀﾞｲｽﾞ皮 ﾀﾞｲｽﾞ粕 CGM ｴｺﾞﾏ

１ 10 － 0.50 ３ － － －

２ 10 － 0.50 ２ － － －

３ 10 － 0.50 １ － － －

４ 10 ３ － － 0.50 － －

５ 10 ２ － － 0.50 － －

６ 10 １ － － 0.50 － －

７ 10 ２ 0.25 － 0.25 － －

８ 10 ３ 0.25 － － 0.25 －

９ 10 ３ － － － 0.50 －

10 10 ３ － － － 0.30 －

11 10 ２ － － － 0.50 －

12 10 ２ － － － 0.30 －

13 10 １ － － － 0.50 －

14 10 ３ － － － － 0.50

15 10 ３ － － － － 0.25

対照区 10 ３ 0.50 － － － －

（２）ヤナギマツタケの栽培試験

ア．培地基材の検討

培地基材として、モウソウチクやスギ樹皮、野

外で６か月以上堆積処理した鉛筆木くず、ギンナ

ン殻の４種類を使用した。表－３のとおりにモウ

ソウチクやスギ樹皮、ギンナン殻、鉛筆木くずを

各々スギ・コナラオガ粉と置換し、栄養体はフス

マを培地基材の30％（容積比）加えた。対照区は、



スギオガ粉：コナラオガ粉：フスマ＝５：５：３

（容積比）に混合した。供試数はモウソウチクは

各区10本、その他培地基材は各区16本とした。栽

培には850mlのポリプロピレン製のブロービンを

用い、含水率を約65％に調製した培地を約500ｇ

ずつ詰め、121℃で１時間高圧滅菌後、前培養し

たヤナギマツタケ（しゃきっこ１号）オガ粉種菌

を接種した。培養温度は約23℃、40～50日培養後

菌かきを行い、温度約15℃、湿度約90％の条件下

で子実体を発生させた。発生した子実体は各ビン

毎に収穫日、重量、本数を記録した。

表－３ 各試験区の培地基材の配合割合（％）

ｽｷﾞ+ｺﾅﾗ ﾓｳｿｳﾁｸ ｽｷﾞ樹皮 ｷﾞﾝﾅﾝ殻 鉛筆木くず

75 25 － － －
50 50 － － －

25 75 － － －
－ 100 － － －

80 － 20 － －
60 － 40 － －

40 － 60 － －
20 － 80 － －
－ － 100 － －

90 － － 10 －
80 － － 20 －

60 － － 40 －
75 － － － 25

50 － － － 50
25 － － － 75

－ － － － 100

イ．栄養体の検討

栄養体は、ダイズ皮やＣＧＭ、エゴマの３種類

を使用した。表－４のとおりに、培地基材はスギ、

コナラオガ粉を等量混合したものに、栄養体のフ

スマをダイズ皮やＣＧＭ、エゴマと置換した。ダ

イズ皮については、ダイズ皮の形状が残ったもの

（以下ダイズⅠ）と細かく粉砕したもの（以下ダ

イズⅡ）の２種類を用いた。供試数は各区10本で

ある。栽培方法はⅡ－２（２）アと同様である。

表－４ 栄養体の配合割合（容積比）

培地基材 栄養体

№ ｽｷﾞ ｺﾅﾗ ﾌｽﾏ ﾀﾞｲｽﾞⅠﾀﾞｲｽﾞⅡ CGM ｴｺﾞﾏ

１ ５ ５ ２ １ － － －
２ ５ ５ １ １ － － －

３ ５ ５ － ３ － － －
４ ５ ５ － ２ － － －

５ ５ ５ ２ － １ － －
６ ５ ５ ２ － － 1 －

７ ５ ５ ２ － － 0.50 －
８ ５ ５ ３ － － － 0.50

９ ５ ５ ３ － － － 0.25
10 ５ ５ ２ － － － 0.25

対照区 ５ ５ ３ － － － －

（３）シイタケ菌床栽培試験

表－５のとおりに、コナラオガ粉をモウソウチ

クまたはスギ樹皮と置換した試験区およびコナラ

の半量をモウソウチクとスギオガ粉に各25％置換

した試験区を設定した。栄養体はフスマを各培地

基材の20％（容積比）加え、含水率を約65％に調

整した。対照区は、コナラオガ粉単体に各試験区

と同量のフスマを加えた。供試菌床数はモウソウ

チクが各区10菌床、スギ樹皮が各区６菌床である。

混合した培地は、ポリプロピレン製の栽培用袋に

各1.5kg詰め、121℃で１時間高圧滅菌し、前培養

したシイタケの種菌（AED0101）を接種した。培

養温度は約23℃、120日間培養後、温度約15℃の

発生室に移し除袋後、散水および浸水処理により

発生を促した。発生した子実体の生個重、傘径を

表－５ 培地基材の配合割合（％）

№ コナラ スギ モウソウチク スギ樹皮

１ 75 － 25 －
２ 50 － 50 －
３ 25 － 75 －
４ － － 100 －
５ 50 25 25 －
６ 75 － － 25
７ 50 － － 50
８ 25 － － 75
９ － － － 100

対照区 100 － － －



各菌床毎に測定した。傘径は、Ｓ＞：３㎝未満、

Ｓ：３～４㎝、Ｍ：４～６㎝、Ｌ：６～８㎝、Ｌ

＜：８㎝より大に区分した。

（４）ナメコ菌床栽培試験

培地基材は、表－６のとおりにコナラオガ粉を

モウソウチクに置換した。栄養体はフスマを用い、

培地基材の30％（容積比）加えた。対照区は、コ

ナラオガ粉単体に、各試験区と同量のフスマを加

えた。培養は850mlのポリプロピレン製のブロー

ビンを使用し、含水率を約65％に調整した培地を

１ビン当たり約500ｇ詰め、121℃で１時間高圧滅

菌後、市販のナメコの種菌（森14号）を接種した。

培養温度は約23℃で、60日間培養後菌かきを行い、

温度約15℃、湿度約90％の発生室に移し発生を促

した。発生した子実体の重量、子実体の本数をビ

ン毎に測定した。供試数は各区10本である。

表－６ 培地基材の配合割合（％）

№ コナラ モウソウチク

１ 75 25
２ 50 50
３ 25 75

４ － 100
対照区 100 －

（５）マイタケ菌床栽培試験

培地基材は、表－７のとおりにコナラオガ粉を、

モウソウチクまたはスギ樹皮に置換した。栄養体

はフスマを培地基材の30％（容積比）加えた。対

照区はコナラ単体に、各試験区と同量のフスマを

加えた。供試数は、モウソウチク、スギ樹皮とも

各区６菌床である。培養にはポリプロピレン製の

栽培用袋を使用し、含水率を約65％に調整した培

地を各１kg詰め、121℃で１時間高圧滅菌後、市

販のマイタケ種菌（森51号）を接種した。培養温

度は約23℃で60日間培養後、温度約15℃、湿度約

90％の発生室に移し発生を促した。発生した子実

体の重量を各菌床毎に測定した。

表－７ 培地基材の配合割合（％）

№ コナラ モウソウチク スギ樹皮

１ 75 25 －

２ 50 50 －
３ 25 75 －
４ － 100 －

５ 75 － 25
６ 50 － 50

７ 25 － 75
８ － － 100

対照区 100 － －

Ⅲ 結果と考察

１．栽培に適した培地基材の検索

エリンギ、ヤナギマツタケの菌糸伸長量は、モ

ウソウチクやスギ樹皮を使用した培地では、対照

区と比較して明らかに劣るものはなかった。一方、

鉛筆木くず単体については、菌糸伸長が阻害され

た（図－１）。これらのことから、モウソウチク

とスギ樹皮は、エリンギ、ヤナギマツタケ栽培の

培地基材として利用できると考えられた。また、

鉛筆木くずについては、スギオガ粉の処理と同様

に野外での堆積処理等前処理が必要であると考え

られた。

図－１ 各培地基材の菌糸伸長量の比較

２．きのこ栽培技術の開発

（１）エリンギ栽培試験

ア．培地基材の検討
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体発生量を対照区の値を100とした場合の比較を

図－２に示す。モウソウチク、スギ樹皮では、

スギオガ粉との置換割合に関係なく、全区で対

照区と同等の子実体発生量が得られ、使用した

品種による差も見られなかった（ANOVA、ｐ＞

0.05）。また、子実体の形態にも影響は認められ

なかった（写真－１、２）。一方、ギンナン殻で

は、10％置換区と20％置換区は対照区と差が見

られなかったが、とっとき１号では40％置換区

で有意差があり（最小有意差法、ｐ＜0.05）、子

実体発生量が若干低下した。また、鉛筆木くず

では、置換率が10％～50％でスギオガ粉と同等か

それ以上の子実体収量が得られ、品種による違い

も見られなかった。これらのことから、モウソ

ウチクやスギ樹皮については、スギオガ粉の代

替としてエリンギ栽培に利用可能であると考え

図－２ 培地基材別のエリンギ発生量

写真－１ モウソウチク培地での発生状況

（左から対照区、25％、50％、75％置換区）

写真－２ スギ樹皮培地での発生状況

（左から60％、80％、100％置換区、対照区）
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られた。また、ギンナン殻は20％置換までなら

利用可能であり、40％置換では８割程度の発生

量が期待できると推察された。鉛筆木くずは、10

～50％の置換による利用が可能であると考えら

れた。

イ．栄養体の検討

ダイズ皮、ダイズ粕、ＣＧＭ、エゴマの子実体

発生量を図－３に示す。ダイズ皮では（№１～

№３）、子実体発生量は№１で有意に増加した（最

小有意差法、ｐ＜0.05）。また、ダイズ皮では添

加量が№１より少ない№２と№３でも対照区と

同等の発生量が得られた。一方、ダイズ粕の№

４～№６では、対照区と比較して減少し（最小

有意差法、ｐ＜0.05）、今回の配合割合において

図－３ 栄養体別のエリンギ発生量

はダイズ粕使用の効果は認められなかった。ま

たＣＧＭではホミニの半量または全量を置換し

た№８と№９で、添加効果が認められた。一方、

エゴマでは№14と№15で対照と同等かそれ以上の

子実体発生量が得られた。これらのことから、ダ

イズ皮、ＣＧＭ、エゴマは、フスマあるいはホミ

ニの代替としてエリンギ栽培に利用可能であると

考えられた。また、ダイズ粕については今回の配

合割合で効果が認められず、配合割合を更に検討

する必要があると考えられた。

（２）ヤナギマツタケ栽培試験

ア．培地基材の検討

モウソウチク、スギ樹皮、ギンナン殻および鉛

筆木くず置換培地の子実体発生量を図－４に示

す。モウソウチクでは、１番発生で25％置換区、

50％置換区と75％置換区が対照区と同等の子実体

発生量が得られた。また、１番発生と２番発生の

合計では、全区で対照区と差が見られなかった

（ANOVA、ｐ＞0.05）。スギ樹皮では、全ての区

間において差は認められなかった（ANOVA、ｐ＞

0.05）。一方、鉛筆木くずでは、25％置換区では

対照区と差は認められなかったが（最小有意差法、

ｐ＞0.05）、50％置換区では発生量は低下し、75

％置換区と100％置換区では子実体の発生がなか

った。ギンナン殻では、10％置換区は対照区と差

が認められなかったが、20％置換区と40％置換区

では発生量は低下した（最小有意差法、ｐ＜

0.05）。これらのことから、モウソウチクやスギ

樹皮は、ヤナギマツタケ栽培の培地基材として利

用可能であると考えられた。一方、鉛筆木くずと

ギンナン殻は、一部置換での利用の可能性が認め

られた。

イ．栄養体の検討

図－５に各栄養体での子実体発生量を示す。ダ

イズ皮Ⅰでは、№１以外で対照区と比較して子実
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図－４ 培地基材別のヤナギマツタケ発生量

図－５ 栄養体別のヤナギマツタケ発生量

体発生量は低下したが、№５では子実体発生量は

増加した。ＣＧＭでは№６、№７で、対照区の３

分の２量のフスマにＣＧＭを添加することで、対

照区と差がなく子実体発生量が得られた（ANOVA、

ｐ＞0.05）。一方、エゴマは、対照区のフスマの

量にエゴマをプラスした№８、№９で、子実体発

生が見られなかったが、フスマを対照区の３分の

２量にしてエゴマを添加した№10では、対照区を

上回る結果となった。これらのことから、ダイズ

皮とＣＧＭはフスマの代替資材としてヤナギマツ

タケ栽培に利用可能であると考えられた。一方、

エゴマについては配合割合を検討する必要性があ

ると考えられた。

（３）シイタケ菌床栽培試験

図－６にモウソウチク、スギ樹皮での子実体発

生量を示す。モウソウチクでは、全ての菌床が培

養120日までに菌糸が全体にまん延した。子実体

の発生量は、25％置換区とモウソウチクとスギオ

ガ粉混合50％置換区で、対照区と差が認められな

かった（最小有意差法、ｐ＞0.05）。一方、50％

置換区では対照区の約８割で、75％置換区や100

％置換区では、対照区の５割以下の発生量であっ

た。これは初期発生後菌床が雑菌に侵され、その

後崩れるものがあったことによると考えられた。

スギ樹皮では、モウソウチク同様に菌糸は菌床全

体にまん延したが、50％～100％置換区では全て

の菌床が雑菌に侵され、子実体の発生が見られな

図－６ モウソウチク、スギ樹皮培地での

シイタケ発生量

0

20

40

60

80

100

120

140

25%
置換

50％
置換

75％
置換

100％
置換

モウソウチク置換割合

１番発生

１+２番発生

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

140

25%
置換

50％
置換

75％
置換

100％
置換

モウソウチク置換割合

１番発生

１+２番発生

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

140

25%
置換

50％
置換

75％
置換

100％
置換

モウソウチク置換割合

１番発生

１+２番発生

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

140

25%
置換

50％
置換

75％
置換

100％
置換

モウソウチク置換割合

１番発生

１+２番発生

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

140

20％
置換

40％
置換

60％
置換

80％
置換

100％
置換

スギ樹皮置換割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

140

20％
置換

40％
置換

60％
置換

80％
置換

100％
置換

スギ樹皮置換割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

140

20％
置換

40％
置換

60％
置換

80％
置換

100％
置換

スギ樹皮置換割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

140

20％
置換

40％
置換

60％
置換

80％
置換

100％
置換

スギ樹皮置換割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

ギンナン
10％

ギンナン
20％

ギンナン
40％

鉛筆木くず
25％

鉛筆木くず
50％

ギンナン、鉛筆木くず置換割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

ギンナン
10％

ギンナン
20％

ギンナン
40％

鉛筆木くず
25％

鉛筆木くず
50％

ギンナン、鉛筆木くず置換割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

ギンナン
10％

ギンナン
20％

ギンナン
40％

鉛筆木くず
25％

鉛筆木くず
50％

ギンナン、鉛筆木くず置換割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

ギンナン
10％

ギンナン
20％

ギンナン
40％

鉛筆木くず
25％

鉛筆木くず
50％

ギンナン、鉛筆木くず置換割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

140

ﾌｽﾏ2、ﾀﾞｲｽﾞⅠ1
（№１）

ﾀﾞｲｽﾞⅠ2
（№２）

ﾌｽﾏ1、ﾀﾞｲズⅠ1
（№３）

ﾀﾞｲｽﾞⅠ3
（№４）

ﾌｽﾏ2、ﾀﾞｲｽﾞⅡ1
（№５）

栄養体の添加割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値0

20

40

60

80

100

120

140

ﾌｽﾏ2、ﾀﾞｲｽﾞⅠ1
（№１）

ﾀﾞｲｽﾞⅠ2
（№２）

ﾌｽﾏ1、ﾀﾞｲズⅠ1
（№３）

ﾀﾞｲｽﾞⅠ3
（№４）

ﾌｽﾏ2、ﾀﾞｲｽﾞⅡ1
（№５）

栄養体の添加割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値0

20

40

60

80

100

120

140

ﾌｽﾏ2、ﾀﾞｲｽﾞⅠ1
（№１）

ﾀﾞｲｽﾞⅠ2
（№２）

ﾌｽﾏ1、ﾀﾞｲズⅠ1
（№３）

ﾀﾞｲｽﾞⅠ3
（№４）

ﾌｽﾏ2、ﾀﾞｲｽﾞⅡ1
（№５）

栄養体の添加割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値0

20

40

60

80

100

120

140

ﾌｽﾏ2、ﾀﾞｲｽﾞⅠ1
（№１）

ﾀﾞｲｽﾞⅠ2
（№２）

ﾌｽﾏ1、ﾀﾞｲズⅠ1
（№３）

ﾀﾞｲｽﾞⅠ3
（№４）

ﾌｽﾏ2、ﾀﾞｲｽﾞⅡ1
（№５）

栄養体の添加割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

モウソウ
チク100％

モウソウ
チク75％

モウソウ
チク50％

モウソウ
チク25％

ﾓｳｿｳﾁｸ25％+
ｽｷ゙ ｵｶ゙ 粉25％

スギ樹皮
25％

培地の種類

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

モウソウ
チク100％

モウソウ
チク75％

モウソウ
チク50％

モウソウ
チク25％

ﾓｳｿｳﾁｸ25％+
ｽｷ゙ ｵｶ゙ 粉25％

スギ樹皮
25％

培地の種類

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

モウソウ
チク100％

モウソウ
チク75％

モウソウ
チク50％

モウソウ
チク25％

ﾓｳｿｳﾁｸ25％+
ｽｷ゙ ｵｶ゙ 粉25％

スギ樹皮
25％

培地の種類

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

モウソウ
チク100％

モウソウ
チク75％

モウソウ
チク50％

モウソウ
チク25％

ﾓｳｿｳﾁｸ25％+
ｽｷ゙ ｵｶ゙ 粉25％

スギ樹皮
25％

培地の種類

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

フスマ２、ＣＧＭ１
(№６）

フスマ２、ＣＧＭ0.5
（№７）

フスマ２、エゴマ0.5
（№10）

栄養体添加割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

フスマ２、ＣＧＭ１
(№６）

フスマ２、ＣＧＭ0.5
（№７）

フスマ２、エゴマ0.5
（№10）

栄養体添加割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

フスマ２、ＣＧＭ１
(№６）

フスマ２、ＣＧＭ0.5
（№７）

フスマ２、エゴマ0.5
（№10）

栄養体添加割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値

0

20

40

60

80

100

120

フスマ２、ＣＧＭ１
(№６）

フスマ２、ＣＧＭ0.5
（№７）

フスマ２、エゴマ0.5
（№10）

栄養体添加割合

対
照
区
を
１
０
０
と
し
た
時
の
値



かった。一方、25％置換区では、対照区と同程度

の子実体発生量が得られた。モウソウチク、スギ

樹皮での子実体の傘径の頻度分布を図－７に示

す。モウソウチクの置換割合が多くなると、Ｓと

Ｓ以下の割合が多くなり、対照区と比較して平均

傘径も小さくなる傾向が見られた。スギ樹皮での

子実体の傘径の頻度分布は、対照区と比較して傘

径が小さくなる傾向が見られた。これらのことよ

り、モウソウチクやスギ樹皮は一部置換でシイタ

ケ栽培に利用可能であると考えられた。しかし、

今回の試験では傘径が小さいものが多くなる傾向

も認められたため、使用する品種に注意する必要

があると考えられた。

図－７ 子実体傘径の頻度分布

（４）ナメコ栽培試験

図－８に、モウソウチクでの子実体発生量を示

す。１番発生では、100％置換区が対照区と比較

して発生量は低下したものの、２番発生との合計

では差は認めらなかった（最小有意差法、ｐ＞

0.05）。また、置換割合に関係なく全区で対照区

と同等か上回る子実体発生量が得られた。これら
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のことから、ナメコ栽培においては、モウソウチ

クがコナラオガ粉の代替材料として利用可能であ

ると考えられた。

図－８ モウソウチク培地でのナメコ発生量

（５）マイタケ栽培試験

図－９に、モウソウチク、スギ樹皮での子実体

発生量を示す。モウソウチクでは、25％置換区と

50％置換区で対照区と比較して差は認められなか

ったが（ANOVA、ｐ＞0.05）、75％置換区と100％

置換区では子実体が発生しなかった。一方、スギ

25％置換区と50％置換区ではモウソウチク同様に

対照区と同等の子実体が発生した。しかし、75％

置換区と100％置換区では子実体発生量が、対照

区の約50％～60％に低下した。これらのことから、

マイタケではモウソウチク、スギ樹皮とも50％ま

での一部置換ならコナラオガ粉との代替が可能で

あると考えられた。

以上のことから、モウソウチクやスギ樹皮は、

置換割合に関わらずエリンギとヤナギマツタケ栽

図－９ モウソウチク、スギ樹皮培地での

マイタケ発生量
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培に利用可能であると考えられた。シイタケとマ

イタケでは、一部置換での利用の可能性が認めら

れた。また、モウソウチクはナメコでも利用の可

能性が認められた。ギンナン殻と鉛筆木くずにつ

いては、エリンギとヤナギマツタケで一部置換で

の利用の可能性が認められた。栄養体の代替材料

としては、ダイズ皮やコーンジャームミール、エ

ゴマミールが、エリンギとヤナギマツタケで利用

の可能性があると考えられた。
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